


株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び
申しあげます。平素は格別のご支援とご愛顧を賜り
厚く御礼申しあげます。
ここに、第６０期第２四半期連結累計期間（平成２０年

４月１日から平成２０年９月３０日まで）における当社
グループの事業の概況と決算につきまして、ご報告
申しあげます。

平成２０年１１月
取締役社長 関 啓 三

顧客志向・時代対応・人間尊重

セキは
情報クリエイティブ企業として
お客様の情報発信を

サポートしてまいります。

株主の皆様へ

１ 企業集団の現況に関する事項

⑴ 事業の経過及び成果
当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、
原油をはじめとする原材料価格の高騰、米国のサブプライム
ローン問題に端を発した同国経済の減速懸念や国際的な
金融資本市場の混乱、更には国内への波及による影響を
受け、先行きの不透明感は依然として払拭されず、景気の
減速感が強まりました。
当社グループの属する業界におきましては、景気の減速
による企業の広告宣伝費の削減、企業間競争の更なる激化
に伴う受注単価の下落、原油価格の高騰に伴う印刷用紙を
はじめとする原材料価格の値上げによる製造原価の上昇
など、厳しい経営環境が続きました。
こうした情勢のもと、当社グループでは印刷需要の集中
する首都圏・関西圏における営業活動の強化を図ると
ともに、本年４月１日付で㈱読売新聞大阪本社と合弁で
設立した連結子会社「メディアプレス瀬戸内㈱」による
広島県尾道市での新聞印刷事業を１０月より開始するなど、
印刷関連事業の業績確保に努めました。しかしながら、
景気停滞に伴う広告宣伝費の急激な減少や、新聞印刷
事業にかかる開業に要する費用が計画を上回り、当第２
四半期連結累計期間において８千１百万円発生している
ことなどにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は
６８億６千４百万円（前年同期比１．６％減）、営業利益は７千
５百万円（前年同期比５２．１％減）、経常利益は８千２百
万円（前年同期比６７．７％減）、四半期純利益は１千６百
万円（前年同期比８７．３％減）となりました。
また、連結子会社「メディアプレス瀬戸内㈱」では、

１０月より新たに香川県坂出市の読売新聞坂出工場における
新聞印刷事業を業務受託することとなりました。

当第２四半期連結累計期間における事業の種類別セグメント
の業績は、以下のとおりであります。

① 印刷関連事業
ギフト関連のカタログ印刷受注の増加に加え、大都市
圏における取引先の新規開拓、既存取引先に対する印刷
需要の掘り起こしに努めた結果、売上高は３３億８千９
百万円（前年同期比４．３％増）となりましたが、原材料
価格の値上げによる製造原価の上昇などにより、営業
利益は７千万円（前年同期比３３．１％減）となりました。

企業集団の現況
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② 洋紙・板紙販売関連事業
景気減速による企業の広告宣伝費の削減などにより、
印刷需要の落ち込みが続く中、取引先の新規開拓、既存
取引先に対する需要の掘り起こしに努めるとともに、
取引先に対し仕入価格上昇分の価格転嫁を進めた結果、
売上高は１１億８千３百万円（前年同期比３．５％減）、営業
利益は３千万円（前年同期比１８０．８％増）となりました。

③ 出版・広告代理関連事業
景気減速による企業の広告宣伝費の削減傾向が顕著
となる中、既存メディアとの競合激化に伴う広告収入
が減少したこと、設備投資・事業分野拡張に伴う人件費
増などの要因が加わり、売上高は７億９千１百万円
（前年同期比９．１%減）、利益面については、３千３百万円
の営業損失を計上することとなりました。

④ 美術館関連事業
セキ美術館では、当第２四半期連結累計期間におい
て「愛媛・感動の美術家たち展 第４期展 愛媛ゆかり
花開く 戦後の画家たち」を開催しました。戦後の美術
界で活躍した愛媛出身、また愛媛にゆかりのある画家
たちが、それぞれの美意識の中に、戦後の愛媛を、日本
をどのように表現してきたか「風景」「人間」「心象」
「生物」「生活」の５つのテーマで展示ご紹介し、２千
６百名余りの方々にご来館いただきました。それに
続き、「夏の収蔵作品展」を開催いたしました。当事業
は売上高３百万円（前年同期比３．2％減）、営業損失１
千７百万円を計上しておりますが、マスコミ取材記事
や地域での観光施設紹介、また県内外からリピーター
を含む多数の来館者を通じて当社のイメージ向上に
つながっており、地域の活性化や地域文化の発展に
寄与しているものと考えております。
また、ご来館いただいた方々により多くの収蔵品を
鑑賞していただきたいと考え、平成2１年１月を完成予定
として建物の増築工事を行っており、平成２１年４月に
増築を記念する企画展の開催を予定しております。

⑤ カタログ販売関連事業
郵政事業の民営化により、連結子会社の㈲こづつみ
倶楽部において取り扱うイベント数が減少したことや、
同業他社との競争激化などにより、売上高は１４億９千
５百万円（前年同期比７．９%減）となりましたが、カタログ
発送にかかる通信費などの経費改善を図った結果、営業
利益は２千４百万円（前年同期比１１．１％増）となりま
した。

⑵ 設備投資の状況
当第２四半期連結累計期間の設備投資の総額は８千６
百万円（無形固定資産を含む）であり、前期に比べ１億
６千８百万円減少しております。その主なものは、工場
付帯設備の更新などであります。

⑶ 資金調達の状況
当第２四半期連結累計期間の設備投資及び運転資金に
つきましては、全額自己資金をもって充当し、増資、社債
発行等による資金調達は行っておりません。

⑷ 対処すべき課題及び個人情報の取り扱い基本方針
当社グループでは、市場構造の変革に機動的かつ柔軟
に対応し、経営のより一層の合理化、効率化を推し進め、
収益性の高い企業体質を構築することで持続的な成長を
確保してまいります。当社は紙の加工流通過程での管理
認証「ＣＯＣ認証」を取得し、国際的に地球環境問題への
関心が高まる中、森林資源の確保と二酸化炭素の削減に
効果のある国際基準「ＦＳＣ（森林管理協議会）認証紙」
を取り扱っております。今後も拡大が予想される環境に
対する顧客ニーズに対応してまいります。これに加え、
「ＪＩＳ Ｑ １５００１（プライバシーマーク）」に基づく
情報化時代の個人情報の適切な保護、「ＩＳＯ９００１」
に基づくお客様から高い評価をいただける品質保証体制
の維持、更に「ＩＳＯ１４００１」に基づく環境保護・
環境負荷の低減に向けての活動に努めてまいります。
当社は、印刷情報メディアを基盤とした事業活動の
中で、お客様からお預かりした個人情報及び当社が自ら
取得した個人情報の重要性を認識して、以下の基本方針
を厳守し、適切な保護に努めてまいります。

１．当社は、個人情報の取り扱いに関する法令、国が
定める指針及びその他の規範を遵守し、個人情報の
保護に努めます。
２．当社は、取り扱う個人情報を厳正な管理の下で
蓄積・保管し、当該個人情報の漏えい・滅失又はき損
などを防止するため、適切な予防ならびに是正処置
を講じます。
３．当社は、個人情報を直接取得する場合には、その
取得目的を明らかにし、同意いただいた以外の目的
での利用・提供・開示は行いません。また、目的外の
利用が行われないよう適切な保護手段を講じます。
４．当社は、お客様からお預かりする個人情報に関して、
受託の趣旨に従い利用、提供及び開示を行い、受託の
趣旨に反した利用、第三者への提供及び開示は行い
ません。
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５．当社は、個人情報保護に関するマネジメント・
システム（ＪＩＳ Ｑ １５００１）を遵守し、従業員
に徹底するほか、これを定期的に見直し継続的改善
に努めます。
６．当社は、個人情報に関する苦情・ご相談・お問い
合わせ等の窓口及び責任者を定め、当社の保有する
個人情報の開示・訂正・削除・利用停止などの求め
があった場合には、合理的な範囲で速やかに対応
いたします。

⑸ 事業等のリスク
当社グループの経営成績、株価及び財務状況等に影響
を及ぼす可能性があるリスクには次のようなものがあり
ます。当社グループではリスク発生の可能性を十分認識
し、リスク発生を極力回避し、万が一発生した場合には
損害を最小限にとどめるべく的確な対応に努めます。
なお、文中における将来に関する事項は、当第２四半期
連結会計期間末日現在において当社グループが判断した
ものであります。
当社グループは⑻主要な事業内容に記載のとおり、
当社及び連結子会社５社で構成され、印刷関連事業、
洋紙・板紙販売関連事業、出版・広告代理関連事業、美術館
関連事業、カタログ販売関連事業を主な内容とし、事業
活動を展開しております。当社が属しております印刷
業界では、近年の経済情勢の低迷による印刷広告需要の
減少・経費予算の削減等のため、印刷物発注の偏在化、
低価格化が進行しており、同業者間の受注競争を激化
させる要因となっております。当社におきましても、同業
他社との競合により厳しい受注競争状態が継続して
おり、受注単価が下落する傾向にあります。一方、原油
価格の高騰に伴う原材料価格の上昇傾向が続いており、
今後も原材料費の上昇が継続することとなれば、印刷
関連事業における業績に影響を及ぼす可能性があり
ます。また、当社ではＩＳＯ９００１の認証に基づく、
徹底した品質管理のもとで製品の製造を行っております
が、人的要因による製造工程上の不備などにより製品の
欠陥などが生じた場合には、損害の求償やそれに伴う
業績の低下などにより、印刷関連事業における業績に
影響を及ぼす可能性があります。洋紙流通業界は製紙
メーカー系販売店と、製紙メーカーが指定する一次
代理店及び二次代理店で構成されており、当社は二次
代理店に該当します。当業界の商習慣上、製紙メーカー
と代理店の取引は原則として一県一社となっており
ましたが、当該習慣は崩れつつあり、今後競業が激化する
可能性があります。また、最近の原油価格の高騰に伴って
印刷用紙の仕入価格が上昇する恐れがあり、仕入価格が
上昇した場合には、洋紙・板紙販売関連事業における

業績に影響を及ぼす可能性があります。
当社は平成９年１月に企業イメージを高めるととも
に、地域文化の向上及び地元観光産業の活性化に伴う
印刷需要創造を目的として、愛媛県松山市の道後温泉
地区にセキ美術館を開館、昨年１月に開館１０周年を迎え
ました。同美術館の運営につきましては、連結子会社の
関興産�に委託しております。美術館関連事業における
業績は、毎期営業損失を計上しておりますが、企業
イメージの浸透による受注促進、地域文化への貢献、地元
観光産業の活性化に伴う印刷需要創造のため必要不可欠
の事業と判断しております。なお、第２四半期連結累計
期間における美術館関連事業に対する投資額は３千５百
万円（美術品購入費用２百万円）であり、同事業に対する
今後の投資方針につきましては、当社グループの業績を
勘案の上、展示対象となる絵画等の収蔵品の充実を図って
まいります。
当社では個人情報を含む顧客のデータベースを取り
扱う際の運用につきましては、ＪＩＳ Ｑ １５００１
（プライバシーマーク）の認定を受け、個人情報保護方針
に則り、個人情報の適切な保護に努めておりますが、
何らかの要因により個人情報が流出した場合には、損害
の求償や信用低下等により当社グループの業績に影響を
及ぼす可能性があります。また、製造設備等の主要設備
には防火、耐震面での施策を施しておりますが、災害発生
時には電力等の動力源の供給停止、原材料の搬入遅延等
により生産体制に重大な影響が生じることが想定され、
その場合には当社グループの業績に影響を及ぼす可能性
があります。

株主の皆様におかれましても、一層のご理解とご支援
を賜りますようお願い申し上げます。
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⑹ 企業集団及び当社の財産及び損益の状況
� 企業集団の財産及び損益の状況

� 当社の財産及び損益の状況

⑺ 重要な親会社及び子会社の状況（平成２０年９月３０日現在）
① 親会社との関係
当社には親会社はありませんので、該当事項はあり
ません。

② 重要な子会社の状況

③ 企業結合の成果
連結対象子会社は、上記②重要な子会社の状況に記載
した５社であります。当第２四半期連結累計期間の
売上高は６，８６４，０６７千円（前年同期比１．６％減）、営業
利益は７５，０８７千円（前年同期比５２．１％減）、経常利益は
８２，１０６千円（前年同期比６７．７％減）、四半期純利益は
１６，９５１千円（前年同期比８７．３％減）となりました。

⑻ 主要な事業内容（平成２０年９月３０日現在）
当社グループは、当社及び連結子会社５社で構成され、
印刷関連事業、洋紙・板紙販売関連事業、出版・広告代理
関連事業、美術館関連事業、カタログ販売関連事業を主な
内容とし、事業活動を展開しております。
当社グループの事業に係わる当社及び連結子会社の
位置づけは次のとおりであります。

印刷関連事業
部門

① 出版印刷物、商業印刷物、紙器
加工品について当社が企画・製造・
販売するほか、製造工程のうち、
前工程のデザインなどを�エス・
ピー・シーが行っております。
なお、農協関係の得意先について
は、コープ印刷�が販売窓口と
なり、販売しております。また、
メディアプレス瀬戸内㈱は㈱読売
新聞大阪本社より新聞印刷を受託
しております。

② 洋紙・板紙販売
関連事業部門

洋紙、板紙を当社が仕入・在庫
販売しております。

区 分
当第２四半期連結累計期間
平成２０年４月１日から
平成２０年９月３０日まで

前第２四半期連結累計期間
平成１９年４月１日から
平成１９年９月３０日まで

前連結会計年度
平成１９年４月１日から
平成２０年３月３１日まで

売 上 高 ６，８６４，０６７ ６，９７４，７１０ １４，６４２，００４
営 業 利 益 ７５，０８７ １５６，７２６ ４３２，９６２
経 常 利 益 ８２，１０６ ２５４，０９０ ６０２，５８６
四半期（当期）純利益 １６，９５１ １３３，７９８ ２０８，６９８
１株当たり四半期（当期）純利益 ４．０５ ３１．５４ ４９．５４
純 資 産 １１，３１１，９９３ １１，７１９，８６７ １１，４３１，５１５
１株当たり純資産 ２，６５３．９２ ２，７１０．７２ ２，６８０．２２
総 資 産 １３，６２９，９３０ １４，４６７，１０４ １４，０２８，７４７

区 分
当第２四半期累計期間
平成２０年４月１日から
平成２０年９月３０日まで

前第２四半期累計期間
平成１９年４月１日から
平成１９年９月３０日まで

前 期
平成１９年４月１日から
平成２０年３月３１日まで

売 上 高 ５，４４５，５８８ ５，３３３，９５８ １１，０４３，７３１
営 業 利 益 １１０，７１１ １１４，４２７ ３３７，７６８
経 常 利 益 １９１，５２７ ２２０，８２９ ５１８，１１２
四半期（当期）純利益 ７９，９２２ １１９，９７９ ２０１，６６１
１株当たり四半期（当期）純利益 １９．１１ ２８．２９ ４７．８７
純 資 産 １０，１６６，２３５ １０，４８１，９６０ １０，２０８，４０９
１株当たり純資産 ２，４３０．１８ ２，４７１．２３ ２，４４０．２６
総 資 産 １２，１６１，１２６ １２，８５９，５１４ １２，４６９，９９５

会 社 名 資本金 議決権比率 主要な事業内容

株式会社エス・ピー・シー ２０，０００千円 ８１．０％ 出版事業・広告代理業

有限会社こづつみ倶楽部 ３，０００千円 １００．０％ カタログ通信販売事業

コープ印刷株式会社 １０，０００千円 ８０．０％ 印刷物販売業

関 興 産 株 式 会 社 １０，０００千円 １００．０％ 美術館運営管理受託業

メディアプレス瀬戸内株式会社 ５０，０００千円 ６５．０％ 新聞印刷事業の業務受託

（ ）（ ）（ ）
千円

千円

千円

千円

円

千円

円

千円

（ ）（ ）（ ）
千円

千円

千円

千円

円

千円

円

千円
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得　意　先

セキ株式会社(当社)

官公庁・一般事業会社・個人 農協関係

㈱エス・ピー・シー
（連結子会社）

企画・デザイン・
出版・広告代理業

㈲こづつみ倶楽部
（連結子会社）

ゆうパック利用の
カタログ通信販売

関興産㈱
（連結子会社）

美術館運営受託

コープ印刷㈱
（連結子会社）

農協関係
印刷物販売業

メディアプレス瀬戸内㈱
（連結子会社）

㈱読売新聞
大阪本社

読売新聞の印刷

業務
提携

製品・商品

製品 製品
企画・
デザイン
受託

製品
データ処理

美術館
運営受託

新聞印刷
受託

③ 出版・広告代理
関連事業部門

㈱エス・ピー・シーが企画・編集
した書籍、雑誌などを当社が製造
し、㈱エス・ピー・シーが販売して
おります。また㈱エス・ピー・シー
は発行する出版物に関連して
イベント開催、広告掲載などの広告
代理業を営んでおります。また、
地域ポータルサイト「デジタル
シティえひめ」の運営を基に出版
メディア、携帯電話とのメディア
ミックス事業の展開を行っており
ます。

④ 美術館関連事業
部門

当社の企業イメージ向上と地域
活性化のため、そしてそれらを
通して当社広告宣伝活動とする
ため、当社が美術館を設置し、その
運営管理を関興産㈱が行っており
ます。

⑤ カタログ販売
関連事業部門

当社では事業所向けオフィス
関連用品のカタログ商品販売を
行っております。また、�こづつみ
倶楽部では「ゆうパック」を利用
した通信販売による地域特産品・
贈答品など各種物品のカタログ
販売を行っております。

以上に述べた当社グループの事業の系統図は、次のとおり
であります。

⑼ 主要な拠点等（平成２０年９月３０日現在）
① 印刷関連事業部門

セキ株式会社
（本 社）愛媛県松山市湊町七丁目７番地１
（支 店）東京支店（東京都渋谷区）

大阪支店（大阪府大阪市淀川区）
高松支店（香川県高松市）

（営業所）名古屋営業所（愛知県名古屋市西区）
大阪営業所（大阪府大阪市淀川区）

（工 場）伊予工場（愛媛県伊予市）
コープ印刷株式会社
（本 社）愛媛県松山市湊町七丁目７番地１
メディアプレス瀬戸内株式会社
（本 社）広島県尾道市美ノ郷町本郷字新本郷１番地７７
（工 場）尾道工場（広島県尾道市）

② 洋紙・板紙販売関連事業部門

セキ株式会社
（本 社）愛媛県松山市湊町七丁目７番地１
（営業所）高知営業所（高知県高知市）

③ 出版・広告代理関連事業部門

株式会社エス・ピー・シー
（本 社）愛媛県松山市湊町七丁目３番地５
（営業所）高松営業所（香川県高松市）

④ 美術館関連事業部門

セキ株式会社
（セキ美術館）愛媛県松山市道後喜多町４番４２号
関興産株式会社
（本 社）愛媛県松山市湊町七丁目７番地１

⑤ カタログ販売関連事業部門

セキ株式会社
（本 社）愛媛県松山市湊町七丁目７番地１
有限会社こづつみ倶楽部
（本 社）愛媛県松山市湊町七丁目７番地１
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■売上高 （単位：百万円）

08/3 08/908/908/9

（第2四半期）

07/3 07/9

（第2四半期）

業績の推移（単体）

０７／３ ０７／９（第２四半期） ０８／３ ０８／９（第２四半期）
《年度データ》

売 上 高 （千円） １０，４１１，３７１ ５，３３３，９５８ １１，０４３，７３１ ５，４４５，５８８
営 業 利 益 （千円） ３４８，１１０ １１４，４２７ ３３７，７６８ １１０，７１１
経 常 利 益 （千円） ６１９，１９５ ２２０，８２９ ５１８，１１２ １９１，５２７
四半期（当期）純利益 （千円） ３６６，０９７ １１９，９７９ ２０１，６６１ ７９，９２２

《期末データ》
総 資 産 （千円） １２，６９０，７５５ １２，８５９，５１４ １２，４６９，９９５ １２，１６１，１２６
純 資 産 （千円） １０，４５３，８６８ １０，４８１，９６０ １０，２０８，４０９ １０，１６６，２３５
発 行 済 株 式 総 数 （株） ４，５０８，０００ ４，５０８，０００ ４，５０８，０００ ４，５０８，０００

《１株当たり指標》
１株当たり四半期（当期）純利益 （円） ８６．３１ ２８．２９ ４７．８７ １９．１１
１株当たり純 資 産 （円） ２，４６４．６１ ２，４７１．２３ ２，４４０．２６ ２，４３０．１８
１株当たり四半期（年間）配当金 （円） １８ １０ ２０ １２

（注）１９９８年３月３１日付をもって１９９８年３月３１日現在の株主名簿に記載された株主の所有株 式を１株につき２株の割合で分割しております。

２０ ２１








